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“第 4 章” では、第 3 章で述べた Co(III)-O2−錯体の反応性についての検討結果を述べ
た。4-2節では Co(III)-O2−錯体が水素原子供与体と反応することを見出し、4-3節ではこ
こで生成した錯体種が低スピン型 Co(III)-OOH 種であることを明らかにした。4-4 節で
は Co(III)-OOH種の生成速度と 2種類の配位子によりもたらされる立体及び電子的特性





























のと考察した。一方 Co(III)イオンに 2 分子の TimMeが配位した homolepctic 型錯体と
mCPBAとの反応では、25°Cにおいて mCPBA付加体と考えられる準安定な錯体種を形
成するものの、この錯体種は 35°Cに昇温することで速やかに消失することを明らかに
した。この挙動は、homoleptic 型錯体が 25°C では触媒活性が低活性であるものの、昇
温することで高い触媒活性を発現することと一致しており、Co(III)錯体と mCPBAの相
互作用を経て酸化活性種が発生するものと考察した。 
“第 7章”では、本研究で明らかにした成果を総括した。 
